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携帯 電 話 ・ス マ ー トフ ォ ン 等モ バ イ ル通 信 機 器の 急 速 な普 及 に より ， 農 業生

産現 場 に おけ る 情 報機 器 の 保有 状 況 や情 報 の 利活 用 方 法に つ い ても 変 化 が訪 れ

てい る ． そこ で 本 論文 で は まず ， 福 島県 農 業 総合 セ ン ター の ホ ーム ペ ー ジの ア

クセ ス 解 析を 行 う こと に よ り， 利 用 者が 必 要 とす る 情 報を 発 信 する こ と に重 点

を置 い た ．そ の 結 果， ト ッ プペ ー ジ のア ク セ ス件 数 は 夏季 に 増 加し ， 冬 季は 減

少す る こ とや ， 福 島県 内 の 主要 農 作 物に 関 す る研 究 成 果の ア ク セス 件 数 が多 い

こと が 明 らか と な った の で ，行 政 側 の分 類 で ある 「 普 及に 移 し うる 成 果」，「 参

考と な る 成果 」 と いう 区 分 で掲 載 す るよ り も ，利 用 者 側に 立 っ た観 点 か ら， 作

物別 に 研 究成 果 を 分類 し 掲 載す る こ とも 一 考 に値 す る 案で あ る と考 え た ．さ ら

には ， 検 索キ ー ワ ード で 多 く見 ら れ た 項 目 の リン ク を トッ プ ペ ージ に 見 やす く

配置 す る 必要 が あ る こ と や，い つ どの 情報 を 更 新し た か を明 示 す る「 更 新履 歴」

をわ か り やす く 配 置す る と とも に ， 適切 な 更 新間 隔 を 維持 す る こと も 再 訪問 を

促す う え で重 要 で ある こ と がわ か っ た． ア ク セス 分 析 をす る こ とに よ り ，ホ ー

ムペ ー ジ の内 容 を ユー ザ ー の動 態 に 合わ せ て 改良 す る こと が で きた ． ま た， モ

バイ ル 機 器か ら の アク セ ス が増 加 傾 向で あ り ，モ バ イ ル端 末 向 けの サ イ ト運 営

が今 後 の 課題 で あ るこ と が 浮き 彫 り とな っ た ．  

次に ， 農 業生 産 現 場に お け る効 率 的 な農 業 技 術情 報 の 普及 方 法 を検 討 す るた

めに ， モ バイ ル 機 器を 活 用 した 事 例 研究 を 行 った ． 実 際に 農 業 生産 現 場 でタ ブ

レッ ト 端 末を 導 入 し た J A た い せ つに おい て ア ンケ ー ト 調査 を 実 施し ，農業 者，

普及 指 導 員・営 農指 導員 の 双 方が 使 用 する ツ ー ルと し て 有望 で あ るか 検 討 した ．

タブ レ ッ ト端 末 を 利用 し た 営農 指 導 方法 に つ いて は わ かり や す くな っ た との 意



見が 多 数 を占 め た ．普 及 指 導員 ・ 営 農指 導 員 が個 別 に 農業 者 の 相談 等 に 応じ る

こと は 普 及事 業 の 中で も 重 要な 活 動 の一 部 で ある ． 生 産現 場 で 作物 の 生 育状 況

や害 虫 の 発生 状 況 を見 な が ら適 切 な 指導 や 生 育管 理 の アド バ イ スが で き るこ と

は指 導 員 に求 め ら れる 重 要 な役 割 で あり ， タ ブレ ッ ト 端末 を 利 用し た 営 農指 導

では ， イ ンタ ー ネ ット と の 連携 で 病 害虫 の 画 像や 農 薬 情報 ・ 市 況情 報 な どの 最

新デ ー タ を手 元 で 説明 資 料 とし て 生 産者 に 即 座に 表 示 でき る こ とが 最 大 の利 点

であ る ． また ， そ の使 い 勝 手の 良 さ が一 旦 認 知さ れ れ ば， 高 齢 の農 業 者 であ っ

ても 操 作 可能 で あ ると い え る． 農 業 普及 活 動 の現 場 で 普及 指 導 員や 営 農 指導 員

が持 ち 歩 く場 合 ， ラッ プ ト ップ 型 パ ソコ ン 中 心の I T 機 器で は 電 源の 問 題 や持

ち運 び し にく い 大 きさ ， 起 動の 遅 さ など の 点 から 適 当 なツ ー ル では な く ， パ ソ

コン の 利 用自 体 が 定着 し て いな い 実 態が あ り ，農 業 生 産現 場 での I T 化 を 進め

るう え で は， 手 軽 に携 行 可 能な タ ブ レッ ト 端 末が 優 位 であ り ，  I T を 活 用 した

農業 技 術 の効 果 的 な普 及 方 法を 示 唆 する 結 果 とな っ た ．  

最後 に ， 需要 の 増 加す る モ バイ ル 機 器に 対 応 する た め ， パ ソ コ ン向 け の 既存

私設 ウ ェ ブサ イ ト ｢作 物 学 用 語集 ｣を 例 に ，携 帯 電 話版 や A n d r o i d 版 の サイ ト 作

成方 法 を 検討 し た ． 初 学 者 でも で き るだ け 簡 易に 取 り 組め る 手 法を 検 討 し， 公

設の 農 業 関係 機 関 でも 利 用 可能 な 方 法を 提 案 した ． 携 帯電 話 版 に変 換 す るた め

のユ ー テ ィリ テ ィ は T i n y  B a s i c で 作 成し ， フ ァイ ル は 無料 の F C 2 ホ ー ム ペー

ジ・ サ ー ビス に ア ップ ロ ー ドし 公 開 した ． A n d r o i d 用 のア プ リ につ い て は， プ

ログ ラ ミ ング に つ いて の 特 定の 知 識 なし で 開 発す る こ とが 可 能 なア ム ゼ ネッ ト

社の 「 ア プリ ビ ル ダー 」 を 利用 し て 作成 し ， G o o g l e  P l a y で 無 料 のア プ リ とし

て公 開 し た． 筆 者 自身 の 経 験か ら ， 公設 の 農 業関 係 機 関で は I T 担 当が 農 業分

野採 用 の 技術 職 員 であ る 場 合が 多 く ，サ イ ト 作 成 経 験 等の 少 な いい わ ば 初学 者

であ る 場 合や ，サイ ト運 営 を 外部 に 委 託す る ほ どの 予 算 措置 が な い場 合 が 多い ．

一方 で ， 農業 分 野 にお け る I T 利活 用 に関 す る 意識 ・ 意 向調 査 結 果（ 農 林 水産

省  2 0 1 2） で は ， 農林 水 産 分野 に お いて I T の 利 活用 を 促 進 す る ため に は どの

よう な 取 組が 必 要 かと の 問 いに 対 し て，「 地 域に お い て 農業 分 野 にお け る I T 利

活用 に 精 通し た サ ポー ト 人 材の 充 実 」の 割 合が 6 0 . 2％ と最 も 高 く，次 い で「 地

域の 営 農 の実 情 に 応じ た 農 業分 野 に おけ る I T 利 用技 術 の開 発 ，実 証」（ 4 1 . 1％），

「地 域 で の勉 強 会 や意 見 交 換会 の 企 画」（ 3 8 . 2％）の 順 とな っ て おり ，こ の よう

な役 割 を 公設 の 農 業関 係 機 関で 担 っ てい く 必 要性 が あ るこ と は 明白 で あ る． 特

に， ス マ ート フ ォ ン向 け ア プリ の 作 成に つ い ては ， 従 来必 要 と され て き たプ ロ

グラ ミ ン グ言 語 の 習得 が 大 きな 障 壁 とな っ て いた が ，今 回 採 用 し た方 法 に より ，

非常 に 簡 易に 作 成 する こ と が可 能 で ある こ と がわ か っ た． こ れ らの モ バ イル 機

器利 用 に よる シ ス テム は ， 今後 の 有 用な 情 報 提供 セ ン ター に な りう る も のと 考

えら れ る ．ま た ， 営農 指 導 員や 普 及 指導 員 が 農業 生 産 現場 で 着 想し た ア イデ ィ

アを す ぐ にア プ リ とし て 具 現化 し 作 成可 能 で ある と 考 えら れ ， 今後 の 活 用が 期

待さ れ る ．こ れ ら の 取り 組 み によ り ，I T を活 用 した 農 業 技術 の 効 果的 な 普 及に

大き く 寄 与で き る もの と 考 えら れ る ．  


